
古代インド

風を

_多様な地域

世界最高峰の山々
-砂漠
-大平原

、大河（ガンジス、インダス）

北部-夏冬で激しい寒暖差

南部、年間を通じて高い気温

稲、ヒエ、アワ、麦、牛や羊の飼育

'モンスーン気候こ

インダス文明 青銅器
iもエンジョンダ-ロ（下流域） 人々

、、、ラッパー（中流域）

すぐれた都市計画 整然、
沐浴場、穀物食を備えたれんがづくり（焼れんが）

-アッセ系
-1-ラヴィが系
完全に同化しない_多くの民族・言語・宗教が共存

前2600

印章 舗装道路 排水口

彩文土器 青銅製の像
インダス桲-未だ解明されていた..象形文字

前1800 インダス文明衰退

原因不明
・洪水説
-環塩破壊説

・農業衰退説等.
（塩害）

前1500
アリヤ人、インド西北部パンジャブ'地方へ進入

インド=ヨーロッパ語系牧畜民 中央アジアからカイバル峠を越えて.

貧富の差なし
で2にヴェーダ？自然神を崇拝。祭式

ヴェーダ...4の宗教的知識をおさめたインド最重の文献群

グ=ヴェーダど賛歌集 多神教的な世界観

前1000 アーリア人、ガンジス川上流域へ より肥沃

青銅器→鉄製の道具
森林の開墾に適する
鉄製の刃先付けたすき.中に引かせる、
大麦、小麦→稲栽培中心に.

定住農耕社会を形成...先住民に農業技術を学ぶ
生産に余裕
→生産に従事しない階層の誕生

を候・武は、司祭
⇒強い権力を持った王が支配するように.

ヴァルた色
.うまれた身分によって上下関係がある.
...バラモン教 複雑な祭祀を正確にやらないと恩恵を受けられない→それができる自分たちが

いたなんん幸い

ヴァルナ制
い、 身分的上下観念

バラモン（司祭）
クシャトリヤ（武士）
ヴァイシカ （農民・牧畜民.商人）
シューバラ（隷属民）

→ のちに商人

→のちに農民

不可触民。被差別民

ジャーティ （カースト）
.特定の信仰や職業との結びつき

-他の集団の者と結婚、「輝を制限

結びついて互いに上下関係を主張

現在のカースト制度へとつながる

前1000年-前600年 ヴェーダ時代
各種ヴェーダ（バラモン教の聖典）が編まれた.

前6世紀頃

ヴェーダ時代の終了→政治・経済の中ではガンジス川中下流域へ

都市国家の誕生
コーサラ国、マガダ国が有力。

クシャトリア、ヴァイシャの支持→新しい宗教が誕生

仏教 開祖がウタマ=シソダ・ルタ（尊称：ブッダ）

動物を犠牲にする供犠
）否定 全ての人は平等難解なヴェーダ祭式

がかけ制
心吶面から人々の悩みをとく、

解脱（輪廻転生から脱却すること）の道を説く.

1

2 ジャイナ教 始祖：ヴァルダマーナ

バラモン教の祭式
ヴェーダ聖典の権威）否定

苦行、不殺生を強調

バラモン教の改革運動
祭式至上主義→ウパニシャッド哲学

権威を高めるために 内面の思索を重視
儀礼を複雑化 梵...宇宙の本体 ）本来一）のもの

☆...人間存在の本質 （梵我一如）形式主義におちいらせた
一元論的世界観

ヒンドゥー 教のめばえ

3

4

前4世紀
アレクサンドロス大王の侵攻

→各させにギリシア系の政権が誕生
混乱

AT4世紀おわり頃 マウ1 →朝 byチャンドラグプタ王

前17年頃 、マガダ国のナンダ朝を倒す→首都をパーダパトラへ

のインダス川流域のギリシア勢力を一掃

. 西南インド、デカン地方を征服

最盛期：アショーカ王

'仏教に帰依 ←征服活動で多くの犠牲を出したことを
後悔.

武力に訴える征服活動を放棄

ダルマ（法.まもるべき社会倫理）による統治と平穏な社会を
目指す.

. 仏典の結集、各地への布教を行う.
- 各地ストゥーパ（仏舎利をおさめた塔）

前2世紀

官僚組織と軍隊の維持で財政困難に.

王家に対するバラモン階層の反発

・ギリシア人がバクトリア地方から西北インドへ進出

、 イラン系遊牧民が西北インドへ.

バクトリア地方から7シャーン人がインダス川流域へ

クシャーナ朝.をたてる.

2世紀半ば

クシャーナ族 大月氏に支配されてた ☆仏教の新い、運動（紀元前後、

自身の救済-.-出家者が厳しい修行を行う
から.

人々の救済... 菩薩信仰と出家しないまま修業を行う
へ 意義を説く.

あらゆる人々の大きな乗り物=大乗

利己的=小乗
（現在は部派仏教）、

「仏像 の誕生...ヘレニズム文化の影響

- クシャーナ朝の保護→ ガンダーラを中心とする仏教美術と共に各地へ
中国、日本にも影響

「竜樹したガールジェナ）の空の思想...全てのものは存在せず、ただその名称
だけがある

3世紀 クシャーナ朝滅亡
西：ササン朝に奪われる

東：地方勢力の台頭

カニシカ王 の時代に最盛期

中央アジアからガンジス川中流域まで
首都iプルシャプラ

交通路の要衝
→ローマとの交易が盛ん.

大量の金が流入、
金貨..、 イラン、ギリシア、インドなどの文字や神々が

描かれる。
→活発な東西交流

グプタ朝 首都iパータリプトラ ガンジス川中流域
チャンドラグプタ2世のとき最盛期
→北インド全域を統治

・分権的な政治体制
-直轄領

｛従来の支配者がグプタ朝の臣下として統治する地域

-領主が貢納する周辺の属領

- 仏教、ジャイナ教が盛ん...法顕が訪れるfrom中国

. バラモンが再び重んじられるように

→サンスクリット語（バラモンの言葉）が公用語に、
バラもも支えるために村落から収入が与えられる

- ヒンドゥー教が定着、バラモン教と先住民の民間信仰が長い年月をかけて混合

多神教...シヴァ神、ヴィシュヌ神
教義や聖典に基づかない、生活や思考全体に関わる宗教

文化

0マヌ法典。...4つのヴァルナが遵守すべき規範、バラモンの特権的地位
女性差別思想も見られる

0マハーバーラタ・
ラーマーヤナ。）叙事詩ヴェーダと並ぶ聖典

0シャクンタラ-so...戯曲. byが1ダサ

天文学、文法学、数学の発達...十進法、ゼロの概念

グプタ様式...純インド的な美術 アジャン夂石窟寺院の壁画

一

6世紀半ば1 グプタ朝滅亡

・中央アジアの遊牧民・エフタルの進出

→交易に打撃

-地方勢力が台頭

ヴァイダナ朝 byハルミや二ヴァルダナ

北インドの大半を支配 死後衰退

ヒンドゥー教の熱心な信者

but仏教、ジャイナ教も保護

玄奘.. 大唐西域記。

ハルシャ王の保護を受け.たランダー僧院で学ぶ

当時の王

義浄・・・7世紀後半にインド来訪

0南海寄帰内法伝。

グプタ朝衰退後、仏教への商人の支持はわれる

バクな運動・・・仏教やジャイナ教を攻撃
6世紀半ば～

仏教
）→衰退

8～ 10世紀頃
ハルシマ王の死後分裂

地方政権の時代 ラージプート時代

北インドにラージプートと総称されるヒンドゥー諸勢力の抗争

ベンガル地方... たランダーを仏教の中心地とする.

ドラヴィダ
系の人に

I
現在の
タミル人

@南インド
タミル語

→インドの社会・文化の中心が
ドラヴィダ系からアッセ系に.

サンスクリット語

農業生産の高まる→小さな村落が都市へ

生きることは「苦」 無常観
Iは道...正しい修業

@北インド

前世紀半ば

各地に磨岩碑や石柱碑を立てて方針を知らせる

）→ アショーカ王の死後衰退

、 スリランカへの布教と王子を派遣→上座部仏教

1世紀半ば

あまりインド的でない
。かなり西北

.支配者がイラン系

.
・第4回仏典結集

ゾロアスター教、ヒンドゥー教などにも寛容だった

菩薩：他人を救済することで
自分も救済されようと
修行する人

これ以前は玉座や仏足石などで象徴にしていた

・ 紀元前後からタミル語を使用した文芸活動
→独自の世界

- 古くからローマ帝国と交易 綿布、 季節風貿易

海の道・・・地中海～紅海のペルシア湾-アラビア海～インド～東南アジア・中国

・ギリシア系商人が活動開始.

'インドと東方を結ぶ航路も開ける

東南アジア、 中国の重要性増す.

→マラッカ海峡、インドシナ半島南部が航海上の要衝に.

港市国家の建設
スリランカ、扶南.チャンパー、シュリーヴィジャヤ

香辛料、絹、茶、陶磁器

南インド

1世紀頃

ローマ帝国衰退

0エルトゥラ-海案内記

チョーラ朝 ドラヴィダ系
（前～御）・灌漑施設の建設

・活発な交易活動

→安定した農業生産

10世紀～11世紀
、スリランカ、東南アジアに軍事遠征

、中国の北東に商人使節を派遣

サータヴァーハナ朝 （西北インド、南インド）前に後ろ

byアーンドラ族@デカン地方
ドラヴィダ系だが下りや文化の影響もある.

・季節風を利用した貿易で栄える
ローマ、東南アジア

ジャイナ教、仏教が盛ん
→北インドから南インドへ多くの

バラモンを招く
⇒南北インドの文化交流が進む。

ローマとも交易

の

パーンディヤ朝 ドラヴィダ系

（前3-後14）

蠟 byチャンドラグプタ1世

純インド的な特色 古代インド文化の完成

たランダー僧院

サンスクリット
文学


